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校長 南舘義孝 

三本の柏の木が、ますます緑の深さを増す季節となりました。環境委員会の子どもたち

が、学校園に、マリーゴールドやサルビア、インパチェンスなど、色とりどりの花々を丁

寧に植え、学校を明るくしています。また、高学年による「朝のあいさつ運動」により、

学校生活を元気にスタートさせることができています。 

夏休みまで、あと約３週間というところで、気温が上がってきました。学校では、新型

コロナウイルス感染症の基本的な感染対策とともに、熱中症対策を行っているところであ

りますが、ご家庭でも十分に注意くださいますようお願いいたします。 

 

◆ 自分に何かをプラスし、最高の思い出をつくった「修学旅行」（６／２～３） 

 ６／２（木）・３（金）、６年生は、函館方面に１泊２日の修学旅行に行ってきました。

天気にも恵まれ、きれいな夕焼けからきらきら輝く夜景に移り変わる函館山からの景色は、

６年生の目に焼き付いたと思います。見学するコースを自分たちで考えた函館市内の自主

見学では、自分に「勇気」がプラスとなった６年生が多くいたようでした。道に迷った時、

近くにいた知らない人に勇気を出して道を尋ねたり、施設のスタッフの人に「これはどう

いうことですか。」と勇気を出して聞いたりする６年生がいました。また、道に迷って、班

の仲間と少し言い合いになって困っていた時、仲間の一人

が勇気を出し、いい考え・判断をした６年生がいました。勇

気を出した後の、班のみんなの笑顔が目に浮かびます。旅行

中の２日間、函館の自然やまち（文化）、そして人々のふれ

あいを通して貴重な体験をしました。 

 

◆  心も笑顔もきらきら輝いた「宿泊学習」（６／９～１０） 

 ６／９（木）・１０（金）、５年生は、「種差少年自然の家」に１泊２日の宿泊学習に行っ

てきました。初めて、家族と離れて宿泊する５年生もいて、不安と期待の入り混じった出

発式でした。自分たちで作ったいかだで、声を掛け合いながら漕いだ「スチロバールいか

だ」。真っ暗の森の中を、怖がりながらも夜の森の様子を感じ

た「ナイトハイク」。そして、自分たちで寝る準備や仲間と一

緒の入浴・就寝など、仲間と助け合い、知恵を出し合いなが

ら学びました。今年のテーマ「心も 笑顔も きらきら輝け」

となった宿泊学習となりました。 

仲間と共に活動し、笑顔あふれる柏っ子 
～「やる気・根気・勇気（心の苗木）」を自分で育てる柏っ子に～ 


